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『
琉
球
漢
字
音
訓
辞
典
』
の
可
能
性
に
つ
い
て

は
じ
め
に

沖
縄
島
南
部
、
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘
に
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た

す
べ
て
の
人
々
の
名
を
刻
ん
で
い
る
「
平
和
の
礎
（
い
し
じ
）
」

と
い
う
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
こ
の
「
礎
」
、
通
常
た
ら
ば

「
イ
シ
ズ
エ
」
と
い
う
訓
で
よ
ま
れ
る
と
こ
ろ
を
、
こ
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
場
合
に
は
「
イ
シ
ジ
」
と
訓
ず
る
慣
わ
し
に
な
っ
て
い

る
。
実
は
、
「
イ
シ
ジ
」
は
「
沖
縄
語
（
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
）
」
で
、

和
語
の
「
イ
シ
ズ
エ
」
に
対
応
す
る
語
で
あ
る
。
「
礎
」
を
沖
縄

的
に
「
イ
シ
ジ
」
と
訓
ず
る
と
こ
ろ
に
、
沖
縄
の
地
で
起
一
一
っ
た

惨
劇
に
対
す
る
人
々
の
思
い
の
深
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
恩
う
。

　
さ
て
、
本
論
で
述
べ
る
こ
と
は
、
こ
の
「
礎
（
イ
シ
ジ
）
」
の

部
分
と
関
係
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
共
通
語
」
（
同
本
語
）
に
お

西
　
　
　
岡

敏

い
て
は
、
い
ま
現
在
、
私
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
「
漢
字
か
な
交

じ
り
」
で
書
く
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
漢
字
」
と

「
か
な
」
が
用
い
ら
れ
、
「
漢
字
」
に
は
音
読
み
と
訓
読
み
が
あ
り
、

た
と
え
ば
、
「
書
」
は
音
読
み
が
「
シ
冒
」
、
訓
読
み
が
「
カ
ク
」

と
い
っ
た
情
報
が
『
漢
和
辞
典
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
〕

は
、
「
沖
縄
語
」
（
琉
球
語
）
の
場
合
に
お
い
て
、
「
漢
字
」
と
の

関
係
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
土
の
文
献
に
比
べ
れ
ば
か
な
り
少
な
い
量
と
言
え
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
「
沖
縄
語
」
で
書
か
れ
た
文
献
を
見
る
と
、
沖
縄

独
自
の
「
音
」
や
「
訓
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

現
在
の
「
沖
縄
語
」
で
は
「
書
物
」
（
本
）
に
相
当
す
る
語
が

「
ス
ム
チ
」
（
さ
ら
に
古
く
は
「
シ
ュ
ム
ツ
ィ
」
）
と
発
音
さ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
「
書
」
H
「
ス
」
（
〈
「
シ
ュ
」
）
、
「
物
」
1
1
「
ム
チ
」

615



（53）『琉球漢字音訓辞典』の可能性について

（
〈
「
ム
ツ
ィ
」
）
と
見
な
せ
る
よ
う
な
沖
縄
独
自
の
「
音
」
を
取

り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
書
」
…
「
シ
冒
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
「
和
音
」
に
対
し
て
、
「
琉
音
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
「
礎
」
H
「
イ
シ
ジ
」
の
よ
う
な
沖
縄
独
自
の
「
訓
」
も

少
な
か
ら
ず
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
沖
縄
的
な

「
訓
」
は
、
「
礎
」
1
1
「
イ
シ
ズ
ェ
」
な
ど
の
よ
う
な
「
和
訓
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

対
し
て
、
「
琉
訓
」
と
呼
ぷ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
沖
縄
に
お
け
る
漢
字
の
音
や
訓
、
す
な
わ
ち
「
琉
音
」
や
「
琉

訓
」
は
、
本
土
に
お
け
る
漢
字
の
音
と
訓
、
す
わ
な
ち
「
和
音
」

や
「
和
訓
」
と
は
異
な
る
独
自
の
部
分
を
持
う
て
い
る
。
書
き
言

葉
と
い
う
限
ら
れ
た
世
界
で
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を

ひ
と
つ
の
言
語
事
実
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
に
ち

が
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
記
述
を
総
体
的
に
ま
と
め
あ
げ

た
『
琉
球
漢
字
音
訓
辞
典
』
な
る
も
の
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

と
い
う
の
も
、
琉
歌
、
狂
歌
、
新
民
謡
、
芝
居
脚
本
な
ど
、
現
在

か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る
「
沖
縄
語
」
に
よ
る
創
作
が
、
「
漢
字

か
方
交
じ
り
」
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
『
辞
典
』
に
よ
っ
て
、

そ
の
「
書
く
」
行
為
に
対
す
る
補
助
ひ
い
て
は
寄
与
が
で
き
る
と

信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
「
琉
音
」
や
「
琉
訓
」
の
実
態
を
知
る
た
め
に
、
琉

球
・
沖
縄
に
お
け
る
「
沖
縄
語
」
が
、
人
々
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
書
か
れ
て
き
た
か
を
歴
史
的
に
ふ
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
以
下
よ
り
、
「
沖
縄
語
」
の
表
現
に
お
け
る
「
漢
字
」
使

用
の
変
遷
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　
　
二
　
金
石
文
（
碑
文
）
・
オ
モ
ロ
に
お
け
る
「
漢
字
」
使
用

　
琉
球
に
文
字
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
二
二
世
紀
、
日
本
の
仏

僧
禅
鑑
が
琉
球
に
仏
教
を
も
た
ら
し
た
と
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
沖
縄
語
」
が
「
書
か
れ
る
」
ま
で
に
は
も
う
少
し
時

代
を
経
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
沖
縄
語
」
の
ま
と
ま
っ
た
文
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
、
一
六
世
紀
以
降
に
現
れ
る
。
金
石
文
（
碑
文
）
と
『
お
も
ろ

さ
う
し
』
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
金
石
文
（
碑
文
）
は
、
約
半
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
漢
文
で
あ
る
が
、
残
り
は
琉
球
文
（
散
文
）
で
書
か
れ
て
い
る
。

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
「
沖
縄
語
」
に
よ
る
祭
祀
歌
謡
集
（
韻
文
）

で
、
一
垂
三
年
、
ニ
ハ
ニ
ニ
年
、
ニ
ハ
ニ
三
年
の
三
回
に
わ
た

っ
て
編
纂
さ
れ
、
全
二
二
巻
一
五
五
四
首
の
オ
モ
ロ
（
『
お
も
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

さ
う
し
』
の
歌
謡
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
金
石
文
（
碑
文
）
や
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
表
記
は
ほ
と
ん
ど

「
か
な
」
で
あ
る
が
、
．
こ
く
一
部
に
「
漢
字
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

図
1
に
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
（
第
四
巻
三
〇
、
一
連
番
号
一
八
一
）
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（
7
〕

か
ら
の
例
を
掲
げ
る
。

　
こ
の
オ
モ
ロ
で
は
、
二
L
「
國
」
「
又
」
「
首
里
」
「
玉
」
「
域
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
い
う
「
漢
字
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
漢
字
」
を
よ
む

と
き
の
音
声
は
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
時
代
に
お
け
る
「
琉
音
」

「
琉
訓
」
と
い
う
考
え
方
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
厳
密
に

は
音
声
的
に
同
一
と
は
い
え
な
い
が
、
「
一
」
1
1
「
イ
チ
」
、
は

「
琉
音
」
で
も
「
和
音
」
で
も
同
様
、
「
國
」
1
1
「
ク
ニ
」
、
「
又
」

…
「
マ
タ
」
、
「
玉
」
u
「
タ
マ
」
、
は
「
琉
訓
」
で
も
「
和
訓
」

で
も
同
様
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
城
」
の
み
が
「
グ
ス
ィ
ク
」
と
「
琉
訓
」
す
る
、
当
時
と
し

て
は
希
有
な
例
で
あ
る
。
「
和
訓
」
な
ら
ぱ
「
シ
ロ
」
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
「
琉
訓
」
と
「
和
訓
」
が
違
う
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
地
名
「
首
里
」
の
扱
い
は
難
し
い
。
こ
れ
は
、
オ
モ
ロ
の
「
か

な
」
で
は
「
し
よ
り
」
と
表
記
さ
れ
る
語
に
当
て
ら
れ
る
漢
字
表

1図

一
八
尊
「
バ
、
一
事
㌢
・
．
、
、
き
、
ζ

　
朴
・
7
フ
、
÷
〕
岡
デ
ち
喜
斗
」

よ
｛
ム
、
フ
る
〃
ξ
う

ユ
青
豆
ど
－
今
ブ
・
号
扱

記
で
あ
る
。
こ
れ
を
当
時
は
「
シ
ユ
リ
」
と
発
音
し
た
と
い
う
説

　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
〕

が
あ
る
。
「
和
音
」
で
あ
る
な
ら
ぱ
「
シ
ュ
リ
」
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
シ
ユ
リ
」
な
ら
ぱ
、
当
時
の
段
階
で
は
「
琉
音
」
と
「
和
音
」

に
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
シ
ュ
リ
」
が
、

韻
文
で
あ
る
オ
モ
ロ
の
音
数
律
に
合
わ
せ
る
た
め
に
「
シ
ユ
リ
」

と
な
っ
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
「
琉
音
」
と
「
和
音
」

に
差
が
あ
る
と
は
容
易
に
言
い
が
た
い
。

　
こ
こ
で
は
、
ひ
と
つ
だ
け
、
「
城
」
…
「
グ
ス
ィ
ク
」
と
い
っ

た
「
和
訓
」
と
は
異
な
る
「
琉
訓
」
を
挙
げ
た
が
、
こ
う
し
た
例

は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
で
も
金
石
文
（
碑
文
）
で
も
極
め
て
ま
れ

な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
や
金
石
文

（
碑
文
）
で
は
「
漢
字
」
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
ず
、
使
用
さ
れ

て
い
て
も
琉
和
共
通
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
「
城
」
以
外

に
、
「
琉
訓
」
と
「
和
訓
」
が
異
な
る
も
の
と
し
て
は
、
ほ
か
に

た
く
し
た
ら
な
つ
け
の
ふ
し

一
き
こ
へ
、
さ
す
か
さ
か
き
み

　
ほ
こ
り
、
ふ
う
國
、
う
ち
よ
せ
れ

又
と
よ
む
、
さ
す
か
さ
か

又
首
里
、
も
り
く
す
く
、
ま
玉
も
り
城
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「
金
」
1
1
「
ク
ガ
ネ
ィ
」
、
「
琉
音
」
と
「
和
音
」
が
異
な
る
も
の

と
し
て
は
、
「
天
」
H
］
ア
ニ
L
が
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
本
土
側
の
「
こ
が
ね
（
黄
金
）
」
や
「
て
ん
（
天
）
」

と
由
来
を
同
じ
く
す
る
の
で
、
「
ぐ
す
く
（
城
）
」
に
お
け
る
「
琉

訓
」
の
独
自
性
と
は
少
し
性
格
が
異
な
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
代
、
「
沖
縄
語
」
に
漢
字
を
当

て
よ
う
と
い
う
意
識
は
き
わ
め
て
低
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
時

代
に
お
い
て
独
白
の
「
琉
音
」
「
琉
訓
」
を
持
つ
「
漢
字
」
を
指

摘
す
る
こ
と
は
有
意
義
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、

琉
球
文
に
お
け
る
独
自
の
漢
字
使
用
の
萌
し
と
も
言
う
べ
き
も
の

　
　
　
　
（
1
1
〕

だ
か
ら
で
あ
る
。

三
　
琉
歌
・
組
踊
に
お
け
る

「
漢
字
」
使
用

　
こ
う
し
た
「
か
な
」
中
心
の
「
沖
縄
語
」
の
表
記
は
、
一
八
世

紀
ご
ろ
に
な
っ
て
く
る
と
少
し
ば
か
り
事
惰
が
違
っ
て
く
る
。
薩

摩
支
配
の
影
響
の
な
か
、
記
録
や
消
息
（
手
紙
）
に
は
、
漢
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

変
体
漢
文
、
和
文
が
も
っ
ぱ
ら
使
用
さ
れ
た
。
そ
ん
な
な
か
、

「
沖
縄
語
」
に
よ
る
文
芸
も
存
在
し
て
い
る
。
「
琉
歌
」
と
呼
ぱ
れ

る
短
詩
型
歌
謡
と
、
「
組
踊
」
と
呼
ば
れ
る
沖
縄
の
楽
劇
で
あ
る
。

「
琉
歌
」
は
、
五
七
五
七
七
と
い
う
韻
律
の
「
和
歌
」
に
対
し
て
、

八
八
八
六
と
い
う
韻
律
を
持
っ
て
い
る
。
「
琉
歌
」
は
三
線
（
サ

ン
シ
ン
）
に
載
せ
て
歌
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
「
琉
歌
集
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

い
く
つ
か
編
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
沖
縄
語
」
に
よ
る
楽
劇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

「
組
踊
」
に
は
「
組
踊
台
本
」
が
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
「
琉
歌
集
」
や
「
組
踊
台
本
」
の
表
記
は
、
「
漢
字
か
な
交
じ

り
」
の
表
記
で
あ
る
。
そ
の
表
記
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の

時
代
、
本
格
的
に
、
「
沖
縄
語
」
で
書
く
文
（
琉
球
文
）
に
漢
字

を
当
て
よ
う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

　
そ
の
実
例
を
ひ
と
つ
見
て
み
よ
う
。
『
琉
歌
百
控
』
（
一
七
九
五

年
成
立
）
と
い
う
琉
歌
集
に
お
け
る
冒
頭
の
影
印
と
翻
刻
を
図
2

　
　
　
　
（
1
5
）

と
し
て
掛
げ
る
。

　
議
論
を
単
純
化
す
る
た
め
に
、
「
琉
歌
」
の
部
分
の
み
、
「
天
御

子
｛
」
「
吾
と
；
」
「
穂
花
∫
」
「
銀
春
壬
」
の
各
琉
歌
に
お
け
る

漢
字
表
記
と
発
音
の
関
係
を
と
り
上
げ
て
説
明
し
て
ゆ
き
た
い
。

琉
球
古
典
音
楽
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
は
、
現
在
、
首

里
言
葉
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て

（
π
）

い
る
。

ア

マ
ミ
ク
ヌ

ツ
ク
ル

シ

ン
チ
ャ
ン

マ
グ
ニ
ヤ

ア
マ
ク
ダ
イ
　
ミ
シ
ョ
チ

ユ
ユ
ニ
　
サ
カ
ル

519



一橋論叢　第124巻　第4号　平成12年（2000年）1O月号　（56〕

ウ
タ
ト
ゥ
　
サ
ン
シ
ン
ヌ

　
イ
ヌ
ク
　
ニ
ア
ガ
リ
ヌ

フ
バ
ナ
　
サ
チ
デ
ィ
リ
バ

　
シ
ラ
チ
ャ
ニ
ヤ
　
ナ
ピ
チ

ナ
ン
ジ
ャ
　
ウ
ス
ナ
カ
イ

醐

　　　　　　　　　　　　τ　　　　　　　　　　　1一’　　　　　　　　　　“　一　　　　　　　　㌃H　　　　　　　＾‘　　　　　　　一．　　　　　’　　　｝　　　’一　’　　■r

ン
カ
シ
　
ハ
ジ
マ
イ
ヤ

カ
ミ
ヌ
　
ミ
サ
ク

チ
リ
　
フ
ィ
ジ
ン
　
ツ
ィ
カ
ン

　
ア
プ
シ
　
マ
ク
ラ

ク
ガ
ニ
ジ
ク
　
タ
テ
ィ
テ
ィ

汰
汐
終
浄
ザ
∵
」

　
　
ゆ
6
4
優
∵
亨
ふ
ζ
γ
り

　
二
乃
、
．
ξ
紬
パ
）
「
、
巾
㌣

　
　
4
．
σ
－
言
を
劣
ム
・
咋
め
↓
）
他

向
昏
孝
－
泌
「
　
　
　
ψ
り
云
手
〆
美
－

　
季
”
㌃
、
ギ
｝
唇
々
t
属
只
　
ξ
、
一
吟
÷
余

　
；
私
、
、
㍗
｝
㌘
〆
ピ
㌧
畔
パ
地
ブ

　
鳩
・
糸
ニ
ゲ
．
∵
岱
一
壮
∫
二
1

漢
字
と
発
音
の
関
係
を
対
応
さ
せ
る
と
、

来
上
が
る
。

　
一
【
天
御
子
】
ー
ア
マ
ミ
ク

　
ニ
【
御
神
】
一
ン
チ
ャ
ン

　
三
【
天
下
り
】
u
ア
マ
ク
ダ
［
イ
］

　
四
【
作
】
1
ー
ツ
ク
［
ル
］

　
五
【
嶋
国
】
H
シ
マ
グ
ニ

　
六
【
世
々
】
u
ユ
ユ

次
の
よ
う
な
等
式
が
出

　
　
　
琉
歌
百
控
乾
柔
節
流

　
　
　
　
　
　
　
ク
ク
ー
■
■

　
天
御
子
の
御
神
天
下
り
め
し
や
う
ち

　
　
作
る
嶋
国
や
世
々
に
さ
か
る

　
晋
と
三
味
線
の
む
か
し
初
や

　
　
犬
子
音
東
の
神
の
御
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
犬
子
神

初
段
古
節
部
　
　
　
　
作
田
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
葉
神
両
人
作

　
穂
花
咲
出
ば
騒
濯
｝
附
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
フ
ノ

　
　
白
ち
や
ね
や
な
ひ
ち
畦
枕
ら

ナ
警
，
な
か
い
轟
立
て
一
注
専
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三二一○九八七．
【【【【【【【御神音犬初三箭
作】東子】味】
】ll】】l1線11
11力1111ハ】ウ
ミミニイジllタ
サ　　アヌマサ
ク　　ガクイン
　　リ　　　シ
　　　　　ン

一
四
【
穂
花
】
1
ー
フ
バ
ナ

一
五
【
咲
出
】
n
サ
チ
デ
ィ

一
六
【
塵
泥
】
1
ー
チ
リ
フ
ィ
ジ

一
七
【
附
ぬ
】
＾
ツ
ィ
カ
［
ン
］

一
八
【
白
ち
や
ね
】
1
－
シ
ラ
［
チ
ャ
ニ
］

一
九
【
畦
】
1
－
ア
ブ
シ

ニ
O
【
枕
ら
】
1
－
マ
ク
［
ラ
］

二
一
【
銀
春
】
1
ー
ナ
ン
ジ
ャ
ウ
ス

ニ
ニ
【
金
軸
】
“
ク
ガ
ニ
ジ
ク

ニ
三
【
立
】
＾
タ
テ
ィ
［
テ
ィ
］

　
語
．
熟
語
の
多
く
は
、
「
琉
訓
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、

「
琉
音
」
の
例
は
少
な
い
。
「
琉
音
」
「
琉
訓
」
の
う
ち
、
「
和
音
」

「
和
訓
」
と
同
じ
訓
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
三
母
音
化

（
0
↓
u
，
e
↓
i
）
や
口
蓋
化
（
母
音
［
i
］
の
前
後
で
子
音

が
変
化
す
る
現
象
、
「
咲
キ
‘
留
ζ
■
」
↓
「
咲
チ
ー
留
O
～
一
」
、
「
－

イ
カ
ー
－
岸
甲
」
↓
「
－
イ
チ
ャ
ー
・
ざ
す
雫
」
な
ど
）
の
よ
う
な
「
沖

縄
語
」
に
お
け
る
音
変
化
が
進
ん
で
い
る
「
琉
音
」
「
琉
訓
」
も

あ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
和
訓
」
と
の
対
応
関
係
が
と
り
に
く
い

「
琉
訓
」
も
あ
る
。
本
論
で
は
、
「
琉
音
u
和
音
」
ま
た
は
「
琉
訓

H
和
訓
」
の
「
漢
字
」
を
「
グ
ル
ー
プ
A
」
、
音
対
応
に
よ
り

「
琉
音
」
と
「
和
音
」
ま
た
は
「
琉
訓
」
と
「
和
訓
」
が
関
係
づ

け
ら
れ
る
「
漢
字
」
を
「
グ
ル
ー
プ
B
」
、
「
琉
音
」
と
「
和
音
」

ま
た
は
「
琉
訓
」
と
「
和
訓
」
の
対
応
関
係
が
と
り
づ
ら
く
、
互

い
に
異
な
っ
て
い
る
「
漢
字
」
を
「
グ
ル
ー
プ
C
」
と
分
類
す
る
。

「
琉
訓
」
の
例
で
言
う
な
ら
ば
、
（
A
）
「
ウ
タ
」
【
歌
】
の
よ
う
に

和
語
と
同
じ
も
の
、
（
B
）
「
イ
シ
ズ
エ
」
に
対
す
る
「
イ
シ
ジ
」

【
礎
】
の
よ
う
に
和
語
と
の
音
対
応
を
考
慮
で
き
る
も
の
、
（
C
）

「
グ
ス
イ
ク
」
【
域
】
（
〈
ぐ
す
く
）
の
よ
う
に
和
語
と
の
音
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

を
考
慮
し
に
く
い
も
の
、
に
分
け
ら
れ
る
。
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以
下
で
は
、
「
琉
音
」
ま
た
は
「
琉
訓
」
の
ほ
か
、
一
漢
字
、
、
一

と
に
「
琉
音
」
ま
た
は
「
琉
訓
」
を
対
応
さ
せ
た
も
の
を
仮
に
付

す
。
そ
こ
で
は
、
上
に
述
べ
た
（
A
）
（
B
）
（
C
）
の
分
類
も
加

え
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
語
・
熟
語
の
［
琉
訓
］
ま
た
は
［
琉
音
］

に
つ
い
て
の
（
注
記
）
を
施
す
。

　
一
【
天
御
子
】
［
琉
訓
］
ア
マ
ミ
ク
。
【
天
】
（
A
）
ア
マ
、

【
御
】
（
A
）
ミ
、
【
子
】
（
B
）
ク
。
（
注
記
）
「
あ
ま
み
こ
」
が
、

三
母
音
化
に
よ
っ
て
「
ア
マ
ミ
ク
」
に
対
応
す
る
。

　
二
【
御
神
】
［
琉
訓
］
ン
チ
ャ
ン
。
【
御
】
（
B
）
ン
、
【
神
】

（
B
）
チ
ャ
ン
。
（
注
記
）
「
み
か
み
［
邑
ζ
邑
］
（
御
神
）
」
が

口
蓋
化
（
イ
カ
［
－
寿
巴
↓
イ
チ
ャ
［
－
庁
事
－
］
）
な
ど
を
経
て

「
ン
チ
ャ
ン
冒
O
臣
Z
］
」
と
な
る
。
語
頭
や
語
末
に
お
い
て
、

共
通
語
「
ミ
［
冒
巳
」
と
沖
縄
語
「
ン
冒
］
」
が
音
対
応
す
る

例
も
、
ほ
か
に
多
い
。
語
頭
の
例
、
共
通
語
「
、
、
、
ナ
（
皆
）
」
／

沖
縄
語
「
ン
ナ
」
。
語
末
の
例
、
共
通
語
「
カ
ガ
、
ミ
（
鏡
）
」
／
沖

縄
語
「
カ
ガ
ン
」
。

　
三
【
天
下
り
】
［
琉
訓
］
ア
マ
ク
ダ
［
イ
］
。
【
天
】
（
A
）
ア
マ
、

【
下
り
】
（
B
）
ク
ダ
［
イ
］
。
（
注
記
）
「
く
だ
り
」
の
「
リ

［
ユ
］
」
に
お
け
る
r
が
脱
落
し
て
「
イ
ロ
］
」
に
な
る
。

　
四
【
作
】
（
A
）
［
琉
訓
］
ツ
ク
［
ル
］
。
（
注
記
）
現
在
の
首
里

言
葉
で
は
「
チ
ュ
ク
ユ
ン
」
と
い
う
。

　
五
【
嶋
国
】
［
琉
訓
］
シ
マ
グ
ニ
。
【
嶋
】
（
A
）
シ
マ
、
【
国
】

（
A
）
ク
ニ
。
（
注
記
）
［
琉
訓
］
と
［
和
訓
］
が
共
通
。

　
六
【
世
々
】
［
琉
訓
］
ユ
ユ
。
【
世
】
（
B
）
ユ
、
【
々
】
（
A
）

踊
り
字
。
（
注
記
）
「
よ
よ
」
が
、
三
母
音
化
に
よ
っ
て
「
ユ
ユ
」

に
対
応
す
る
。

　
七
【
寄
】
（
A
）
［
琉
訓
］
ウ
タ
。
（
注
記
）
［
琉
訓
］
と
［
和

訓
］
が
共
通
。

　
八
【
三
味
線
】
［
琉
音
］
サ
ン
シ
ン
。
【
三
】
（
A
？
）
サ
、

【
味
】
（
B
）
ン
、
【
線
】
（
B
）
シ
ン
。
（
注
記
）
「
サ
ン
シ
ン
」
が

「
三
味
線
」
に
由
来
す
る
か
、
「
三
線
」
に
由
来
す
る
か
は
議
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
で
は
【
三
線
】
と
当
て
る
こ
と

の
多
い
語
。

　
九
【
初
】
（
B
）
［
琉
訓
］
ハ
ジ
マ
イ
。
（
注
記
）
「
は
じ
ま
り
」

「
り
［
邑
」
に
お
け
る
r
が
脱
落
し
て
「
イ
［
巳
」
に
な
る

　
一
〇
【
犬
子
】
［
琉
訓
］
イ
ヌ
ク
。
【
犬
】
（
A
）
イ
ヌ
、
【
子
】

（
B
）
ク
。
（
注
記
）
人
名
で
、
琉
歌
や
三
線
を
作
り
出
し
た
神
と

さ
れ
る
。
現
在
の
首
里
言
葉
で
は
「
犬
」
は
「
イ
ン
」
と
い
う
。

　
一
一
【
音
東
】
［
琉
訓
］
ニ
ア
ガ
リ
。
【
音
】
（
B
）
二
、
【
東
】
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（
C
）
ア
ガ
リ
。
（
注
記
）
人
名
で
、
原
意
は
「
声
音
が
す
ぱ
ら
し

　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

い
人
」
と
さ
れ
る
。
「
ア
ガ
リ
」
を
【
東
】
と
す
る
の
は
当
て
字
。

「
音
」
（
ね
）
は
、
現
在
の
首
曇
言
葉
で
は
「
二
1
」
。

　
＝
一
【
神
】
（
A
）
［
琉
訓
］
カ
ミ
。
（
注
記
）
［
琉
訓
］
と
［
和

訓
］
が
共
通
。

　
二
二
【
御
作
】
［
琉
訓
十
琉
音
］
ミ
サ
ク
。
【
御
】
（
A
）
ミ
、

【
作
】
（
A
）
サ
ク
。
（
注
記
）
［
琉
訓
］
と
［
和
訓
］
、
［
琉
音
］
と

［
和
音
］
が
共
通
。

　
　
一
四
【
穂
花
】
［
琉
訓
］
フ
バ
ナ
。
【
穂
】
（
B
）
フ
、
【
花
】

（
A
）
ハ
ナ
。
（
注
記
）
「
ほ
ば
な
」
が
、
三
母
音
化
に
よ
っ
て

「
フ
バ
ナ
」
に
対
応
す
る
。
「
穂
」
（
ほ
）
は
、
現
在
の
首
呈
言
葉

で
は
「
フ
ー
」
。

　
一
五
【
咲
出
】
［
琉
訓
］
サ
チ
デ
ィ
［
リ
バ
］
。
【
咲
】
（
B
）
サ

チ
、
【
出
】
（
B
）
デ
ィ
。
（
注
記
）
「
さ
き
で
（
る
）
」
【
咲
出
】
が
、

口
蓋
化
（
キ
↓
チ
）
と
三
母
音
化
（
デ
↓
デ
ィ
）
に
よ
っ
て
「
サ

チ
デ
ィ
」
に
対
応
す
る
。

　
ニ
ハ
【
塵
泥
】
［
琉
訓
］
チ
リ
フ
。
イ
ジ
。
【
塵
】
（
A
）
チ
リ
、

【
泥
】
（
C
）
フ
ィ
ジ
。
（
注
記
）
【
塵
】
は
［
琉
訓
］
と
［
和
訓
］

が
共
通
。
「
7
イ
ジ
」
は
「
泥
」
を
意
味
す
る
が
、
首
里
言
葉
で

は
日
常
語
と
し
て
は
用
い
な
い
。

　
　
一
七
【
附
ぬ
】
（
B
）
［
琉
訓
］
ツ
ィ
カ
［
ン
］
。
（
注
記
）
「
つ

か
ぬ
」
が
、
「
ツ
イ
カ
ン
」
と
対
応
す
る
。
ツ
ィ
チ
ュ
ン
（
附
く
）

の
否
定
形
。

　
　
一
八
【
白
ち
や
ね
】
（
A
）
［
琉
訓
］
シ
ラ
［
チ
ャ
ニ
］
。
（
注

記
）
【
白
種
】
と
当
て
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
シ
ラ
」
の
部

分
だ
け
を
漢
字
に
当
て
て
い
る
。
【
白
】
「
シ
ラ
」
は
、
［
琉
訓
］

と
［
和
訓
］
が
共
通
。

　
一
九
【
畦
】
（
C
）
［
琉
訓
］
ア
ブ
シ
。
（
注
記
）
「
ア
ブ
シ
」
は

「
畦
」
を
意
味
す
る
。

　
二
〇
【
枕
ら
】
（
A
）
［
琉
訓
］
マ
ク
［
ラ
］
。
（
注
記
）
送
り
仮

名
の
「
ら
」
が
付
い
て
い
る
。
「
ま
く
ら
」
は
琉
歌
で
は
「
マ
ク

ラ
」
と
よ
ま
れ
る
が
、
首
里
言
葉
の
日
常
語
で
「
枕
」
を
意
味
す

る
語
は
「
マ
ッ
ク
ワ
」
で
あ
る
。

　
二
一
【
銀
春
】
［
琉
訓
］
ナ
ン
ジ
ャ
ゥ
ス
。
【
銀
】
（
C
）
ナ
ン

ジ
ャ
、
【
春
】
（
A
）
ウ
ス
。
（
注
記
）
書
い
た
人
の
意
識
か
ら
す

れ
ぱ
、
「
ナ
ン
ジ
ャ
」
は
【
銀
】
に
対
す
る
「
琉
訓
」
で
あ
る
が
一

実
質
上
は
、
【
南
鎮
】
（
な
ん
り
ょ
う
）
に
対
す
る
「
琉
音
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
臼
」
は
、
現
在
の
首
異
言
葉
で
は

「
ウ
ー
シ
」
と
い
う
。

　
二
二
【
金
軸
】
［
琉
訓
十
琉
音
］
ク
ガ
ニ
ジ
ク
。
【
金
】
（
B
）
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ク
ガ
ニ
、
【
軸
】
（
A
）
ジ
ク
。
（
注
記
）
「
こ
が
ね
」
が
、
三
母
音

化
に
よ
っ
て
「
ク
ガ
ニ
」
と
対
応
す
る
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
で

も
「
こ
が
ね
」
は
【
金
】
と
当
て
ら
れ
る
（
一
連
番
号
一
四
六
六

な
ど
）
。
【
軸
】
は
、
［
琉
音
］
と
［
和
音
］
が
共
通
。

　
二
三
【
立
】
（
B
）
［
琉
訓
］
タ
テ
ィ
［
テ
ィ
］
。
（
注
記
）
「
た

て
て
」
が
、
三
母
音
化
に
よ
っ
て
「
タ
テ
ィ
テ
ィ
」
と
対
応
す
る
。

　
以
上
、
『
琉
歌
百
控
』
の
冒
頭
部
の
み
か
ら
「
漢
字
」
を
抽
出

し
、
「
琉
音
」
「
琉
訓
」
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
僅
か
な

部
分
か
ら
も
、
い
く
つ
か
問
題
点
が
浮
か
ぴ
上
が
っ
て
く
る
。

　
た
と
え
ぱ
、
【
神
】
と
い
う
一
漢
字
に
は
、
「
チ
ャ
ン
」
（
二
）

と
い
う
訓
み
と
「
カ
ミ
」
（
一
二
）
と
い
う
訓
み
の
二
通
り
の

「
琉
訓
」
が
取
り
出
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
沖
縄
語
」
に
お
い

て
、
「
神
」
を
意
味
す
る
語
は
「
カ
ミ
」
で
あ
づ
て
、
「
チ
ャ
ン
」

と
い
う
語
形
は
な
い
。
「
チ
ャ
ン
」
は
、
あ
く
ま
で
「
御
神
」
の

「
ン
チ
ャ
ン
」
の
な
か
で
の
み
現
わ
れ
る
音
形
で
あ
る
。
「
チ
ャ

ン
」
を
「
神
」
を
意
味
す
る
形
態
素
と
し
て
取
り
出
す
こ
と
も
可

能
で
あ
る
が
、
神
”
「
チ
ャ
ン
」
と
訓
ま
れ
る
熟
語
が
他
に
も
な

い
と
す
れ
ば
、
「
琉
訓
」
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
に
、
果
た
し
て

ど
れ
だ
け
意
味
が
あ
る
の
か
疑
問
に
な
う
て
く
る
。
【
三
味
線
】

H
サ
ン
シ
ン
（
八
）
の
【
三
味
】
の
部
分
も
、
【
三
】
1
ー
サ
、

【
味
】
1
ー
ン
、
の
例
が
他
に
も
な
け
れ
ぱ
、
【
三
】
1
ー
サ
ー
【
味
】

1
ー
ン
、
と
分
解
す
る
こ
と
に
大
し
た
意
味
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な

い
。

　
【
子
】
と
い
う
一
漢
字
に
も
、
【
神
】
と
似
た
問
題
が
あ
る
。
上

例
で
は
【
子
】
は
「
ク
」
（
一
、
一
〇
）
と
い
う
「
琉
訓
」
を
取

り
出
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
「
沖
縄
語
」
で
「
子
」
を
意
味
す
る

語
は
「
ツ
ク
ワ
」
で
あ
っ
て
、
「
ク
」
で
は
な
い
。
た
だ
し
、

【
子
】
の
場
合
、
【
子
】
1
ー
ク
と
な
る
も
の
が
、
上
例
の
【
天
御

子
】
…
ア
マ
ミ
ク
（
一
）
、
【
犬
子
】
H
イ
ヌ
ク
（
一
〇
）
、
と
い

う
よ
う
に
複
数
個
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
「
琉
訓
」
と

し
て
認
定
す
る
こ
と
に
何
ら
■
か
の
意
味
を
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な

い
。
独
立
し
た
形
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
琉
訓
」
、
別
の
語
に
付

属
し
た
形
で
用
い
ら
れ
る
「
琉
訓
」
、
と
い
っ
た
使
い
分
け
も
視

野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
【
東
】
を
「
ア
ガ
リ
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
こ
と
（
一
一
）
は
、

「
沖
縄
語
」
で
方
角
の
「
東
」
の
こ
と
を
「
ア
ガ
リ
」
（
太
陽
の

「
上
が
る
辺
」
）
と
い
う
こ
と
を
反
映
し
て
お
り
、
「
琉
訓
」
と
し

て
は
注
目
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
【
音
東
】

に
お
け
る
【
東
】
が
方
角
の
「
東
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
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（61）r琉球漢字音訓辞典』の可能性にういて

る
か
は
非
常
に
あ
や
し
い
。
【
音
東
】
は
、
人
名
な
の
で
何
と
も

言
え
な
い
が
、
【
音
東
】
の
【
東
】
は
、
あ
く
ま
で
当
て
字
で
、

「
音
」
が
「
揚
が
る
」
、
す
な
わ
ち
、
「
声
音
が
す
ば
ら
し
い
」
が

原
意
と
み
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
（
第
八
巻
）

で
も
、
「
お
も
ろ
ね
あ
が
り
」
と
い
う
者
が
美
声
の
持
ち
主
と
し

て
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
送
り
が
な
」
も
、
と
り
わ
け
実
際
に
琉
球
文
を
「
書

く
」
場
面
に
お
い
て
は
問
題
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
上
例

で
は
、
【
初
】
（
九
）
に
は
全
く
「
送
り
が
な
」
な
し
で
「
ハ
ジ
マ

イ
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
。
【
立
】
（
二
三
）
は
【
立
て
て
】
で
は
な

く
【
立
て
】
で
「
タ
テ
ィ
テ
ィ
」
、
【
附
】
（
一
七
）
は
【
附
か
ぬ
】

で
は
な
く
【
附
ぬ
】
で
「
ツ
ィ
カ
ン
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
。
【
枕
】

（
二
〇
）
は
、
な
ぜ
か
【
枕
】
で
は
な
く
【
枕
ら
】
で
「
マ
ク
ラ
」

で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
あ
る
語
に
漢
字
を
あ
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
と

も
と
そ
の
語
が
持
っ
て
い
た
意
味
の
広
が
り
や
徴
妙
な
ニ
ュ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

ス
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、

「
か
み
な
り
」
に
【
雷
】
と
当
て
て
し
ま
う
こ
と
で
「
神
が
鳴
る
」

と
い
う
原
意
を
見
え
に
く
く
し
て
し
ま
う
。
和
語
に
漢
字
を
当
て

る
こ
と
は
、
そ
の
意
味
の
特
定
化
に
は
寄
与
す
る
が
、
和
語
が
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

っ
て
い
る
意
味
の
広
が
り
を
圧
殺
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
一
般
的
に
留
意
す
べ
き
こ
と
に
も
加
え
て
、
『
琉
歌

百
控
』
に
お
け
る
漢
字
に
は
、
か
な
り
凝
っ
た
あ
て
字
が
数
多
く
．

見
ら
れ
る
。
「
二
三
月
」
（
う
り
ず
ん
）
「
ウ
リ
ズ
ィ
ン
」
、
「
藻
列
」

（
睦
れ
）
「
ム
ツ
ィ
リ
」
、
「
存
命
て
」
（
長
ら
え
て
）
「
ナ
ガ
ラ
イ
テ

ィ
」
と
い
っ
た
類
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
例
を
い
か
に
し
て
『
辞

典
』
に
取
り
込
む
か
、
ど
こ
ま
で
一
般
的
な
琉
球
文
の
表
記
と
し

て
許
容
す
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
議
論
す
べ
き
と
こ
ろ
と
い
え
小
。

　
琉
歌
や
組
踊
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
こ
の
時
代
に
、
琉
球
文
（
韻

文
に
限
る
が
）
の
「
漢
字
か
な
交
じ
り
表
記
」
が
確
立
し
た
と
い

っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
時
代
以
降
、
琉
球
文
は
「
漢
字
か
な
交

じ
り
」
で
書
か
れ
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
り
、
そ
の
流
れ
は
現
在

　
　
　
　
　
（
2
3
）

ま
で
続
い
て
い
る
。

四
　
近
代
以
降
に
お
け
る
琉
球
文
の

「
漢
字
」
使
用

　
近
代
以
降
、
「
沖
縄
語
」
は
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
、
琉
歌
（
近
代
琉
歌
）
、
狂
歌
、
沖
縄
民
謡
、

沖
縄
芝
居
脚
本
（
戯
曲
）
、
創
作
組
踊
、
方
言
詩
、
琉
訳
讃
美
歌
、

民
話
資
料
、
沖
縄
こ
と
わ
ざ
集
、
方
言
ニ
ュ
ー
ス
、
島
言
葉
大
会

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
島
言
葉
同
人
誌
、
な
ど
の
よ
う
な
琉
球
文
の
資
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（
別
）

料
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
以
上
挙
げ
た
も
の
の
数
多
く
は
、
「
漢
字
か
な
交
じ
り
表
記
」

に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
「
か
な
」
に
お
い
て
は
、
最
近

で
は
、
琉
球
文
に
お
い
て
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
「
沖
縄
の

　
　
　
　
　
（
2
5
）

歴
史
的
仮
名
遣
い
」
が
崩
れ
、
で
き
る
だ
け
音
に
合
わ
せ
た
「
か

な
表
記
」
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

従
来
な
ら
ば
、
「
の
」
と
表
記
し
て
「
ヌ
…
」
、
「
て
」
と
表
記
し

て
］
ア
ィ
庄
L
、
「
と
」
と
表
記
し
て
「
ト
ゥ
ε
」
な
ど
と
よ
ま

せ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
多
く
「
ぬ
」
「
て
い
」
「
と
う
」
な
ど
と
い

う
表
記
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
二
一
年
）
六
月
二
三
日
に
お
け

る
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
夕
刊
、
「
ハ
ワ
イ
琉
歌
会
」
に
掲
げ
ら
れ

　
　
《
姦
豊

　
▼
女
ん
子
ぬ
具
て
る
色
紙
前
に
な

　
　
ち
ょ
て
筆
や
二
十
年
振
り
意

3
　
侭
な
ら
ん

図
　
　
　
　
　
（
島
摺
子
）

　
▼
涼
だ
涼
だ
と
吹
ち
ゅ
る
夏
ぬ
海

　
　
風
や
　
吾
が
肌
ゆ
撫
で
て
山
に

　
　
登
る

　
　
　
　
　
（
比
嘉
静
江
）

　
▼
節
違
が
ん
庭
や
八
重
桜
咲
か
ち

　
心
浮
き
立
ち
ゅ
る
春
ぬ
使
い
▼
海
や
広
々
と
あ
ま
た
船
止
ま
て

　
　
　
（
堀
田
宙
…
美
子
）
　
　
　
我
身
ん
船
共
に
世
界
ゆ
巡
ら

▼
十
五
や
二
十
隼
や
薔
胴
ぬ
頑
丈
　
　
　
　
　
　
　
　
（
喜
屋
武
剛
）

あ
と
て
　
蝸
牛
ぬ
子
ぬ
達
手
引
▼
移
民
百
年
ぬ
催
し
ぬ
続
ち
　
見

ち
た
ぼ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
聞
ち
物
や
命
ぬ
薬

　
　
　
（
ア
リ
ソ
ン
信
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
座
弘
子
）

▼
審
石
榴
や
茂
て
粟
や
入
ぎ
く
甘
▼
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
入
り
独

さ
沖
縄
居
て
食
だ
る
味
ぬ
渋
り
身
や
週
ち
人
ゆ
眺
み
眺
み

さ
　
　
　
　
　
（
比
嘉
秋
子
）
　
　
肝
ぬ
休
み
　
　
　
（
淺
井
易
）

▼
海
や
鱒
々
と
風
や
涼
々
と
　
凪
▼
三
味
ぬ
島
さ
ん
や
人
閻
国
宝
に

り
ぬ
平
和
世
ぬ
眺
み
酒
ら
さ
　
　
　
　
ハ
ワ
イ
ま
で
榊
く
島
ぬ
騎
い

　
　
　
（
葛
屋
武
ト
ミ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
比
嘉
武
信
）

　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

た
琉
歌
（
図
3
）
を
例
に
、
「
琉
音
」
と
「
琉
訓
」
を
求
め
る
作

業
を
試
し
に
行
っ
て
み
た
い
。

　
紙
面
の
制
約
上
、
最
初
の
二
首
の
み
に
解
説
を
加
え
る
。
「
漢

字
」
の
「
よ
み
」
に
は
、
今
現
在
の
首
呈
言
葉
の
発
音
を
採
用
す

る
。
い
く
つ
か
に
は
、
論
者
の
見
識
不
足
に
よ
り
、
ど
う
よ
む
か

不
明
の
も
の
が
あ
り
、
疑
問
符
を
付
し
て
あ
る
。
ま
た
、
「
和
音
」

や
「
和
訓
」
を
持
づ
た
「
漢
字
」
を
使
用
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る

も
の
も
あ
る
。
現
代
生
活
の
中
で
必
要
な
語
彙
は
「
共
通
語
」
か

ら
移
入
さ
れ
、
そ
れ
が
琉
歌
の
中
で
も
使
用
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

（
※
を
付
し
た
）
。
仮
に
付
し
た
（
A
）
（
B
）
（
C
）
の
分
類
は
、

前
述
と
同
じ
で
あ
る
。
「
【
海
風
】
（
A
）
（
B
）
」
は
、
【
海
】
が

（
A
）
、
【
風
】
が
（
B
）
に
属
す
る
こ
と
を
示
す
。

【
女
】
（
B
）
［
琉
訓
］
ウ
ィ
ナ
グ
（
注
記
）
「
を
な
ご
」
【
女
子
】
と
関
係

あ
る
語
と
思
わ
れ
る
。

【
子
】
（
B
）
［
琉
訓
］
グ
ワ
（
注
記
）
ク
ワ
の
連
濁
。
「
こ
ら
」
【
子
等
】

と
関
係
あ
る
語
と
恩
わ
れ
る
。

【
呉
】
（
B
）
［
琉
訓
］
ク
ィ
［
テ
ル
］
（
注
記
）
「
く
れ
て
あ
る
」
【
呉
れ
て

有
る
】
に
対
応
。

【
色
紙
】
※
［
和
音
］
シ
キ
シ
。

【
前
】
（
B
）
［
琉
訓
］
メ
ー
（
注
記
）
「
ま
え
」
に
対
応
。
「
メ
ー
」
は
目
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（63）『琉球漢字音訓辞典』の可能性について

常
の
首
里
言
葉
。
琉
歌
で
は
短
音
化
さ
れ
「
メ
」
と
な
る
。
琉
歌
の
短
音

化
に
つ
い
て
は
、
以
下
同
様
。

【
筆
】
（
B
）
［
琉
訓
］
フ
デ
ィ
（
注
記
）
「
ふ
で
」
に
対
応
。

【
二
十
年
】
（
A
）
（
A
）
（
B
）
？
［
琉
音
］
ニ
ジ
ュ
ー
ニ
ン
？
／
［
琉

訓
］
ハ
タ
チ
？
（
注
記
）
「
に
じ
ゅ
う
ね
ん
」
か
「
は
た
ち
」
か
に
対
応
。

【
振
り
】
（
B
）
［
琉
訓
］
ブ
イ
（
注
記
）
「
ぶ
り
」
に
対
応
。

【
意
儀
】
（
A
）
（
A
）
［
琉
訓
］
イ
マ
マ
？
（
注
記
）
［
和
訓
］
と
共
通

か
？

【
涼
だ
涼
だ
】
（
C
）
（
C
）
［
琉
訓
］
シ
（
ダ
）
シ
（
ダ
）
（
注
記
）
涼
し

い
は
、
今
現
在
の
首
里
一
一
冒
葉
で
「
シ
ダ
サ
ン
」
と
い
う
。

【
吹
】
（
B
）
［
琉
訓
］
フ
［
チ
ュ
ル
］
（
注
記
）
「
ふ
き
よ
る
」
【
吹
き
居

る
】
に
対
応
。
「
送
り
仮
名
」
以
外
は
［
和
訓
］
と
共
通
。

【
夏
】
（
B
）
［
琉
訓
］
ナ
チ
（
注
記
）
「
な
つ
」
に
対
応
。

【
海
】
（
A
）
［
琉
訓
］
ウ
ミ
（
注
記
）
［
和
訓
］
と
共
通
。

【
海
風
】
（
A
）
（
B
）
［
琉
訓
］
ウ
ミ
カ
ジ
（
注
記
）
「
う
み
か
ぜ
」
に
対

応
。【

吾
】
（
B
）
［
琉
訓
］
ワ
ー
（
注
記
）
［
和
訓
］
ワ
。
日
常
の
首
里
言
葉
で

は
長
母
音
。
琉
歌
で
は
短
音
化
さ
れ
「
ワ
」
と
な
る
。

【
肌
】
（
A
）
［
琉
訓
］
ハ
ダ
（
注
記
）
［
和
訓
］
と
共
通
。

【
撫
】
（
B
）
［
琉
訓
］
ナ
［
デ
ィ
テ
ィ
］
（
注
記
）
「
な
で
て
」
に
対
応
。

「
送
り
仮
名
」
以
外
は
［
和
訓
］
と
共
通
。

【
山
】
（
A
）
［
琉
訓
］
ヤ
マ
（
注
記
）
［
和
訓
］
と
共
通
。

【
登
】
（
B
）
［
琉
訓
U
ヌ
ブ
［
ル
］
（
注
記
）
「
の
ぼ
る
」
に
対
応
。

【
節
】
（
B
）
［
琉
音
］
シ
チ
…
…

　
こ
う
し
た
作
業
を
積
み
重
ね
、
「
漢
字
」
と
「
音
訓
」
の
関
係

を
記
述
し
た
も
の
を
、
数
多
く
集
積
し
、
整
理
す
れ
ば
、
本
題
に

提
示
し
た
『
琉
球
漢
字
音
訓
辞
典
』
な
る
も
の
も
可
能
と
な
る
の

　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
沖
縄
語
」
を
は
じ
め
と
す
る
島
言
葉

（
琉
球
列
島
に
お
け
る
諸
方
言
）
の
危
機
が
叫
ぱ
れ
る
い
ま
、
主

体
的
に
・
か
つ
自
発
的
に
島
言
葉
を
使
っ
て
何
か
を
書
こ
う
と
す
る

人
た
ち
に
、
こ
う
い
う
島
言
葉
に
つ
い
て
、
先
人
た
ち
は
こ
う
漢

字
で
当
て
て
い
た
と
い
う
資
料
を
『
辞
典
』
と
い
う
形
で
提
供
で

き
れ
ば
、
そ
の
「
書
く
」
行
為
へ
の
手
助
け
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
本
論
で
は
、
「
沖
縄
語
」
（
琉
球
語
）
を
首
里
方
言
（
沖
縄
中
南

　
　
部
方
言
に
属
す
る
）
を
軸
と
し
て
考
え
る
。
琉
球
列
島
の
言
語
は
、

　
　
シ
マ
（
集
落
）
に
よ
っ
て
言
葉
が
変
わ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
バ
リ

　
　
エ
ー
シ
ョ
ン
に
宮
み
、
各
集
落
の
言
葉
は
「
シ
マ
ク
ト
ゥ
バ
（
島
言

　
　
葉
）
」
な
い
し
は
「
シ
マ
グ
チ
（
島
口
）
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
そ
ん
な
な
か
で
、
「
首
里
言
葉
（
首
里
方
言
）
」
を
軸
に
し
て
話
を
展

　
　
開
す
る
こ
と
に
は
、
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
が
、
議
論
を
円
滑
に
展

　
　
開
す
る
上
で
の
措
置
と
し
て
、
こ
了
解
願
い
た
い
。
本
論
に
お
け
る
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「
首
里
言
葉
」
の
発
音
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
語
研
究
所
（
一
九
六

　
三
）
『
抑
縄
語
辞
典
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。
縦

　
書
き
に
お
け
る
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
原
典
の
ロ
ー
マ
字
表
記
で
は

　
な
く
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
変
換
し
て
提
示
す
る
。

（
2
）
　
「
琉
球
漢
字
音
」
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う

　
し
た
「
音
」
の
取
り
出
し
に
は
問
題
が
あ
る
。
沖
縄
に
は
「
書
物
」

　
と
い
う
語
形
全
体
が
移
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
段
階
に
お

　
い
て
、
「
書
」
と
「
物
」
に
分
解
し
、
「
書
」
H
シ
ュ
（
V
ス
）
、

　
「
物
」
H
ム
ツ
ィ
（
V
ム
チ
）
と
し
て
「
琉
音
」
を
取
り
出
す
考
え

　
方
が
あ
っ
た
と
は
恩
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
『
字
書
』
と
し
て
「
漢
字
」

　
を
一
字
ず
つ
取
り
出
し
、
そ
れ
に
「
琉
音
」
を
注
記
す
る
と
い
う
こ

　
と
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
目
常
の
「
沖
縄
語
」
で
は

　
「
シ
ご
「
ス
」
の
よ
う
な
一
抽
の
自
立
語
は
許
さ
れ
ず
、
必
ず
「
シ
・

　
ユ
ー
」
「
ス
ー
」
と
二
拍
に
な
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　
（
そ
の
ほ
か
、
も
と
の
「
音
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
い
か
に
「
琉
音
」

　
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
）

（
3
）
　
「
琉
音
」
や
「
琉
訓
」
と
い
う
た
用
語
は
、
沖
縄
独
自
の
構
造

　
を
持
っ
た
短
詩
型
歌
謡
を
、
本
土
の
「
和
歌
」
に
対
し
て
、
「
琉
歌
」

　
と
呼
ぷ
こ
と
に
示
唆
を
得
て
い
る
。

（
4
）
　
「
沖
縄
語
」
が
「
書
か
れ
る
」
経
緯
に
つ
い
て
は
、
伊
波
普
猷

　
に
よ
る
次
の
文
章
を
参
照
。
伊
波
普
猷
（
一
九
七
五
二
九
二
七
］
）

　
「
日
本
文
学
の
傍
系
と
し
て
の
琉
球
文
学
」
『
伊
波
普
猷
全
集
第
9

　
巻
』
（
平
凡
社
）
三
六
｛
三
九
頁
、
（
一
九
七
五
［
一
九
四
〇
U
）
「
方

　
言
と
国
語
生
活
　
国
語
の
南
島
へ
の
宏
通
」
『
同
第
8
巻
』
六
二
三

　
－
六
二
六
頁
、
（
一
九
七
四
［
一
九
三
四
］
）
「
南
島
方
言
史
孜
」
『
同

　
第
4
巻
』
一
一
王
二
一
頁
、
（
一
九
七
四
二
九
四
七
］
）
「
沖
縄
歴

　
史
物
語
」
『
同
第
2
巻
』
四
六
七
貫
。
な
お
、
「
沖
縄
語
」
で
書
か
れ

　
た
文
に
つ
い
て
は
、
伊
波
普
猷
が
「
琉
球
文
」
と
い
う
言
い
方
を
し

　
て
お
り
、
本
論
も
必
要
に
応
じ
て
そ
の
言
い
方
を
使
用
す
る
。
東
恩

納
千
鶴
子
（
一
九
七
三
）
『
琉
球
に
お
け
る
仮
名
文
字
の
研
究
』
（
球

陽
堂
書
房
）
で
は
、
金
石
文
（
碑
文
）
、
『
お
も
ろ
ぎ
う
し
』
、
王
府

　
の
辞
令
書
な
ど
に
お
け
る
表
記
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
伊
波
普
猷
（
一
九
七
五
［
一
九
二
七
］
）
「
日
本
文
学
の
傍
系
と

　
し
て
の
琉
球
文
学
」
『
伊
波
普
猷
全
集
第
9
巻
』
（
平
凡
社
）
三
七
頁
、

　
（
一
九
七
五
［
一
九
三
＝
）
「
古
琉
球
散
文
の
一
例
」
『
同
第
9
巻
』
、

　
沖
縄
県
教
育
委
員
会
（
一
九
八
五
）
『
金
石
文
　
－
歴
史
資
料
調
査

　
報
告
V
I
』
（
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
十
九
集
）
な
ど
を

　
参
照
。

（
6
）
　
オ
モ
ロ
の
「
沖
縄
語
」
の
特
徴
に
つ
い
て
少
し
述
ぺ
て
お
き
た

　
い
。
「
沖
縄
語
」
で
は
、
共
通
語
の
工
段
に
相
当
す
る
音
が
イ
段
で

　
発
音
さ
れ
、
オ
段
に
相
当
す
る
音
が
ウ
段
で
発
音
さ
れ
る
（
三
母
音

　
化
）
傾
向
が
あ
る
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
で
は
、
オ
段
は
す
で
に
み

　
な
ウ
段
化
し
て
お
り
、
工
段
は
部
分
的
に
イ
段
化
し
て
い
る
も
の
の
、

　
完
全
に
は
イ
段
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
高
橋
俊
三

　
（
一
九
九
一
）
『
お
も
ろ
さ
う
し
の
国
語
学
的
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
）

　
な
ど
を
参
照
。

（
7
）
　
仲
原
善
忠
・
外
間
守
善
（
一
九
六
五
）
『
校
本
お
も
ろ
さ
う
し
』

　
（
角
川
書
店
）
に
よ
る
。

（
8
）
　
二
L
「
又
」
は
歌
唱
法
を
示
す
記
号
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
の

　
議
論
で
は
省
い
て
も
よ
■
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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（
9
）
　
レ
ォ
ン
．
セ
ラ
フ
イ
ム
（
一
九
七
七
）
「
首
里
三
殿
内
の
君
々
」

　
『
青
い
海
　
六
四
号
』
（
青
い
海
出
版
祉
）
五
二
頁
。

（
1
0
）
　
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
時
代
を
同
じ
く
す
る
『
貝
葡
辞
杳
』
（
一

　
六
〇
三
年
刊
行
）
の
よ
う
に
書
く
な
ら
ば
×
昌
一
と
な
る
竈
『
日
葡

　
辞
書
』
に
は
、
首
尾
H
×
＝
巨
シ
ュ
ビ
、
郷
里
u
c
8
ユ
ヶ
ヤ
ゥ
リ
、

　
9
o
、
一
キ
ャ
ゥ
リ
、
と
あ
る
。
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
（
一

　
九
八
○
）
『
邦
訳
　
日
葡
辞
書
』
（
岩
波
書
店
）
参
照
。

（
H
）
　
外
間
守
善
．
西
郷
信
綱
（
一
九
七
二
）
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
日

　
本
思
想
大
系
一
八
（
岩
波
書
店
）
、
外
問
守
善
（
二
〇
〇
〇
）
『
お
も

　
ろ
さ
う
し
（
・
⊥
）
』
（
岩
波
文
庫
）
な
ど
に
お
い
て
は
、
意
味
を
読
者

　
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
オ
モ
ロ
に
「
当
て
漢
字
」
が
施

　
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
当
て
漠
字
」
も
、
本
論
の
主
旨
に
役
立

　
つ
一
つ
の
参
考
材
料
と
い
え
よ
う
。

（
1
2
）
　
琉
球
に
お
け
る
漢
文
の
訓
読
は
、
一
六
三
二
年
、
薩
摩
の
儒
学

　
者
泊
如
竹
が
伝
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
訓
読
は
和
訓
に
よ
っ

　
て
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
真
境
名
安
興
（
一
九
九
三
二
九
三

　
二
）
「
沖
縄
教
育
史
要
」
第
三
編
第
一
章
第
一
節
『
真
境
名
安
興
全

　
集
第
二
巻
』
（
琉
球
新
報
社
）
三
六
七
頁
参
照
。

（
1
3
）
　
外
間
守
善
・
仲
程
昌
徳
（
一
九
八
O
）
『
南
島
歌
謡
大
成
n
沖

　
縄
編
下
』
（
角
川
書
店
）
な
ど
を
参
照
。

（
M
）
　
伊
波
普
猷
（
一
九
七
五
［
一
九
二
九
］
）
「
校
註
　
琉
球
戯
曲

　
集
」
『
伊
波
普
猷
金
集
第
3
巻
』
（
平
凡
社
）
、
芸
能
史
研
究
会
（
一

　
九
七
五
）
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
　
第
一
一
巻
　
南
島
芸
能
』

　
（
＝
二
書
房
）
な
ど
を
参
照
。

（
1
5
）
　
影
印
（
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
）
は
沖
縄
県
立
博
物
館

　
（
一
九
八
八
）
『
特
別
展
「
三
線
名
器
一
〇
〇
挺
展
」
』
四
三
頁
か
ら

　
転
載
し
、
翻
刻
は
外
問
守
善
・
仲
程
昌
徳
（
一
九
八
○
）
『
南
島
歌

　
謡
大
成
皿
沖
縄
編
下
』
（
角
川
杳
店
）
三
一
頁
を
参
照
し
た
。

（
1
6
）
　
こ
の
あ
と
次
頁
に
「
計
て
つ
き
余
そ
雪
の
真
米
」
（
ハ
カ
テ
ィ

　
ツ
ィ
チ
ア
マ
ス
　
ユ
チ
ヌ
　
マ
グ
ミ
）
と
い
う
琉
歌
の
下
句
が
続
く
。

（
1
7
）
　
島
袋
盛
敏
・
翁
長
俊
郎
（
一
九
六
八
）
『
標
音
評
釈
　
琉
歌
全

　
集
』
（
武
蔵
野
書
院
）
を
参
照
し
た
。
そ
こ
で
は
、
首
里
言
葉
に
よ

　
る
琉
歌
三
〇
〇
〇
首
の
発
音
が
、
カ
ナ
表
記
と
ロ
ー
マ
字
表
記
（
音

　
韻
表
記
）
の
両
方
の
方
法
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
正
確
に
記
さ
れ
て
い

　
る
。
琉
球
列
島
の
一
一
、
一
目
語
に
は
、
地
域
差
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
時
代

　
差
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
た
い
。

（
1
8
）
　
図
で
例
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
グ
ル
ー
プ
A
　
　
グ
ル
ー
プ
B
　
　
　
グ
ル
ー
プ
C

　
　
　
【
和
音
】
ジ
ク
　
　
　
　
【
和
音
】
セ
ン

　
【
軸
】
　
　
　
【
線
】

　
　
　
【
琉
音
】
ジ
ク
　
　
【
琉
音
】
二

一
歌
一
鞭
∵
穂
一
鞭
■
一
城
一
一
帥
崇
多
二

一
花
一
鞭
∵
礎
一
鏑
㌶
工
一
東
一
一
禁
㍑

一
海
一
一
響
一
一
風
鏑
㌶
一
嘉
簑
一

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
分
類
は
、
あ
く
ま
で
「
和
音
」
「
和
訓
」
と
の

　
対
比
の
う
え
で
の
分
類
で
あ
っ
て
、
「
琉
音
」
「
琉
訓
」
の
み
の
閉
じ

　
た
体
系
を
論
じ
る
と
き
に
は
不
必
要
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
9
）
　
池
宮
正
治
（
一
九
九
七
）
『
続
・
榊
縄
こ
と
ば
の
散
歩
遺
』
（
ひ

　
る
ぎ
社
）
七
九
壬
八
六
頁
参
照
。
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（
2
0
）
　
沖
縄
古
語
犬
辞
典
編
集
委
員
会
（
一
九
九
五
）
『
沖
縄
古
語
大

　
辞
典
』
（
角
川
書
店
）
五
一
七
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
大
野
晋
（
一
九
七
四
）
『
日
本
語
を
さ
か
の
ぼ
る
』
（
岩
波
新

　
書
）
一
七
｛
二
〇
頁
参
照
。
「
抑
縄
語
」
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ぱ
、

　
「
チ
ュ
ラ
サ
ン
」
が
「
き
よ
ら
さ
」
（
清
ら
さ
）
に
由
来
す
る
の
に
も
．

　
か
か
わ
ら
ず
、
「
美
ら
さ
ん
」
と
当
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
想
起

　
さ
れ
る
。

（
2
2
）
　
沖
縄
の
姓
名
に
漢
字
が
当
て
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
さ
せ
ら

　
れ
て
（
さ
せ
て
）
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
バ
ク
テ
ィ
ア
ル
．
ア
ラ
ム

　
（
一
九
九
九
）
3
沖
縄
姓
名
の
変
遷
「
沖
縄
文
化
の
基
底
と
普
遍
性

　
－
東
南
ア
ジ
ア
と
の
対
比
に
お
い
て
ー
」
『
沖
縄
文
化
研
究
二
五
』

　
（
法
政
犬
学
沖
縄
文
化
研
究
所
）
を
参
照
。

（
2
3
）
　
近
代
以
降
、
意
味
が
容
易
に
と
り
に
く
い
「
古
謡
」
な
ど
を
書

　
き
写
し
た
資
料
な
ど
に
は
「
仮
名
表
記
」
の
み
の
も
の
も
数
多
く
見

　
ら
れ
る
。
ま
た
、
言
語
学
者
や
方
言
学
者
に
よ
る
琉
球
語
諸
方
言
の

　
音
声
（
音
韻
）
表
記
が
登
場
し
て
く
る
。

（
2
4
）
　
近
代
以
降
の
「
沖
縄
語
」
に
よ
る
創
作
に
つ
い
て
は
、
外
問
守

　
善
（
一
九
八
一
）
「
第
一
章
　
沖
縄
語
の
表
現
」
『
目
本
語
の
世
界

　
9
　
沖
縄
の
言
葉
』
（
中
央
公
論
祉
）
を
参
照
。
各
ジ
ャ
ン
ル
の
解

　
説
を
簡
単
に
し
て
お
こ
う
。
「
琉
歌
」
や
「
狂
歌
」
は
、
お
も
に
沖

　
縄
の
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
「
琉
歌
築
」
「
狂
歌

　
集
」
も
存
在
す
る
。
「
沖
縄
民
謡
」
に
は
、
テ
ー
プ
や
C
D
の
歌
詞

　
カ
ー
ド
が
あ
り
、
沖
縄
民
謡
を
集
め
た
「
歌
詞
集
」
も
多
数
あ
る
。

　
「
沖
縄
芝
居
脚
本
（
戯
曲
）
」
は
、
公
演
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
台
詞
が
採

　
録
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
、
「
戯
曲
集
」
と
し
て
本
に
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
「
創
作
組
踊
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
の
伝

統
芸
能
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
も
望
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

文
字
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
「
方
言
詩
」
は
、
石
川
正
通

（
一
八
九
七
－
一
九
八
二
）
の
も
の
が
有
名
で
あ
る
。
「
琉
訳
讃
美

歌
」
に
は
、
伊
波
普
猷
ら
が
作
う
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
外

間
守
善
（
一
九
八
一
）
『
前
掲
書
』
第
；
早
に
よ
れ
ぱ
、
沖
縄
の
作

家
た
ち
も
、
小
説
の
中
で
「
沖
縄
語
」
を
活
用
し
て
お
り
、
「
沖
縄

語
」
を
ど
う
表
記
す
る
か
と
い
う
二
と
も
問
題
と
な
ウ
て
い
る
。

「
民
話
資
料
」
は
、
沖
縄
各
地
の
も
の
が
数
多
く
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
「
民
話
集
」
と
し
て
編
ま
れ
て
い
る
。
採
録
さ
れ
て
い
る
民
話
は
、

す
べ
て
曇
言
葉
（
地
元
集
落
の
言
葉
）
に
よ
る
も
の
と
、
部
分
的
に

魯
言
葉
で
そ
れ
以
外
は
共
通
語
に
よ
る
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
「
沖

縄
こ
と
わ
ざ
集
」
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
本
が
出
さ
れ
て
い
る
。

「
方
言
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、
ラ
ジ
オ
沖
縄
（
R
O
K
）
の
放
送
番
組

（
五
分
問
）
で
あ
る
が
、
文
字
化
さ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
あ

　
る
。
「
島
言
葉
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
に
も
、
島
言
葉
で
ス
ピ
ー
チ

す
る
発
表
者
の
原
稿
が
採
録
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
「
島
言
葉
同
人

誌
」
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
や
地
方
公
民
館
の
活
動
で
編
ま
れ

　
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
5
）
　
外
問
守
善
（
一
九
九
五
）
『
南
島
の
叙
情
　
－
琉
歌
』
（
中
公
文

　
庫
）
三
六
二
王
三
七
〇
頁
参
照
回

（
2
6
〕
　
こ
れ
ら
の
表
記
に
お
い
て
は
、
「
沖
縄
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
」

　
に
よ
れ
ば
「
の
」
と
な
る
と
こ
ろ
が
、
発
音
通
り
「
ぬ
」
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
「
テ
イ
」
「
ト
ゥ
」
な
ど
は
「
て
」
「
と
」
と
「
沖

　
縄
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
を
守
ウ
て
い
る
。
．

035



（
2
7
）
　
「
沖
縄
語
」
を
転
写
し
た
中
国
語
資
料
や
ハ
ン
グ
ル
資
料
な
ど

　
も
「
琉
音
」
「
琉
訓
」
を
探
る
と
き
の
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、

　
次
の
よ
う
な
形
で
も
『
琉
球
漢
字
音
訓
辞
典
』
を
補
う
こ
と
は
で
き

　
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
『
沖
縄
語
辞
典
』
（
「
首
里
方
言
辞

　
典
」
）
に
お
け
る
「
標
準
語
引
き
索
引
」
の
一
部
と
「
漢
和
辞
典
」

　
に
お
け
る
「
音
訓
索
引
」
の
一
部
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
「
漢
字
」

　
に
「
首
里
方
言
」
を
対
応
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た

「
方
言
辞
典
」
に
挙
が
っ
て
い
る
言
葉
に
は
、
漢
字
を
当
て
に
く
い

語
も
多
い
の
で
、
か
な
り
限
ら
れ
た
範
囲
に
し
か
適
用
で
き
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
く
り
返
し
言
う
よ
う
に
、
琉
球
列
島
の
言

語
は
極
め
て
バ
リ
エ
ー
シ
冒
ン
に
富
ん
で
い
る
。
奄
美
、
沖
縄
、
宮

古
、
八
重
山
と
い
っ
た
各
地
域
の
言
語
を
合
め
た
『
琉
球
漠
字
音
訓

辞
典
』
を
、
さ
ら
に
広
く
は
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
講
師
）

（67）『琉球漢字音訓辞典』の可能性について
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